
NPO法人こんぶくろ池自然の森 2025年度　定例活動報告書
 実施日時： （土） 9:00～12:00

天候： 晴れ
報告者：　 橋本谷・中川  望

項番 作業内容 従事
人数

1 アメリカオニアザミの除去 ８名

生態系被害防止外来種に指定

されているアメリカオニアザミの

綿毛の当園内侵入防止の目的

で、当園南側に隣接している

草地のアメリカオニアザミの

抜き取りを行いました。

2 一号近隣公園の現状調査 ８名

 

3 キンラン・ギンラン・ササバギンラン開花株数調査 ８名

4 生垣及び松等の刈り込み ６名

駐車場奥の隣地境界の生垣

及びそのすぐ後ろの松等の  

刈り込みを行いました。  

 

  

 

参加者　　３７名　　（　　会員　３５名　　サポーター　２名　　）

  

合計

5月3日

本日は晴天で気持ちの良い一日でした。サポーターとしてＹさん＆Ｎさんの２名が参加くださり、会員を含めて総
勢３７名で活動を行いました。
本日の活動内容は、①アメリカオニアザミの除去、②一号近隣公園の現状調査、③キンラン・ギンラン・ササバギ
ンラン開花株数調査、④生垣及び松等の刈り込み、⑤フジ蔓等を使用したリース作り、⑥チョウのモニタリング調
査、⑦銘板新設、⑧管理棟まわりの除草及び工具類の修理、⑨植物等の観察、等々でした。

2018年以降、一号近隣公園ではNPOが調査活動を行い、柏市が除草を行っています。

一号近隣公園には10本のズミが生育していましたが、既に3本が枯死し、開花株数も減少しています。

今後の保全を検討するために、希少種のズミ周辺や、広葉樹林の林床でのヤブ化の現状を確認しました。

種名 弁天湿地 こんぶくろ湿地 中央地区 南地区　

キンラン
今年 23 27 850 95 995
昨年 29 35 1103 119 1,286

種名 中央地区 南地区 合計 種名

昨年 22 3 25 昨年

58
ササバギンラン

今年 8 8

中央６、中央8地区の未調査箇所は4月29日と本日調査しました。一部追加したものもあります。（最終集計）

9 9

中央地区 合計

ギンラン
今年 52 6



項番 作業内容 従事

人数

5 フジ蔓等を使用したリース作り ６名

当園内生育のフジ蔓等を
材料にして、リース作りを
行ないました。

6 チョウのモニタリング調査 ５名

7 銘板新設 ３名

8 管理棟まわりの除草及び工具類の修理 ２名

管理棟周りの除草及び
工具類の修理を行い
ました。

9 植物観察

　3月23日（日）に引き続き第二段として5文字以上の種名と科名変更した、エノキ、ムラサキシキブ、コムラ
サキですが、本日は科名変更を除いた18枚を設置しました。

マムシグサ カマツカ オオアマナ

　13種、計32頭を確認しました。開けた場所であるノジトラノオエリ
ア、ワタラセツリフネソウエリア、公園入り口では、確認できたチョウ
の種類が多かったです。

　確認したチョウは、クロアゲハ、ヤマトシジミ、アゲハ、キタテハ、
キタキチョウ、ベニシジミ、コジャノメ、ダイミョウセセリ、コミスジ、ル
リシジミ、カラスアゲハ、アオスジアゲハ、モンシロチョウです。

アオスジアゲハ


